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新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う追跡調査速報版 

（令和 2年 12月 13日現在） 

註：この調査結果のデータは速報値です。この速報値は 予告なく微修正する場合がありますので、予め

ご了承ください。（回答数 398） 

 

調査主体： 公益財団法人 日本スポーツクラブ協会 

一般社団法人 全国スポーツクラブコミッション 

データ集計：公益財団法人日本スポーツクラブ協会 

調査概要 google formを利用したアンケート調査 

調査期間 2020年 12月 1日（火）～13日（日） 
 

 

 

 

 

 

 

63.9%

1.8%

34.3%

FQ1．クラブの法人格

非営利活動法人 営利法人 法人格を持っていない
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寸評：地域スポーツクラブでは新型コロナウイルスの感染は発生していない。 
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FQ2 都道府県

94.0%

0.0%

0.3%

0.3%

1.3% 4.3%
Q1．12月1日現在の感染状況

職員も会員も感染していない

職員（正規・非正規）が感染している

会員が感染している

職員の家族が感染している

会員の家族が感染している

分からない（把握していない）
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48.0%

13.4%

27.8%

8.3%

2.5%

Q2．12月1日現在の活動状況

平常どおり活動継続 全活動を再開 半数以上の活動を再開

一部の活動を再開 全活動の中止／休止
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Q3 12月1日現在の回復具合％（平均71.1）
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0 100 200 300

通常の教室やプログラム・イベントの縮小

活動場所（公共施設）の利用制限または閉鎖

会員・利用者の退会・休会・減少

正規職員の雇用調整（シフトの調整・雇い止め）

非正規職員の雇用調整（シフトの調整・雇い止

め）

収入の減少（半減・激減）

助成金・補助金の減少

施設管理（指定管理者）の停止

会員の運動不足

会員の体調不良（含む、コロナうつ）

職員の体調不良（含む、コロナうつ）

その他

Q4．12月1日現在の・コロナ感染第2波・第3波の影響
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寸評：地域スポーツクラブは、新型コロナウイルスへの感染予防の意識が高く、感染対策もしっ

かり実施している。 
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0 50 100 150 200 250 300 350 400

除菌剤・消毒液・石けんなどの常備

マスク着用の義務づけ

参加人数の制限

施設・用具の清掃と消毒の徹底

職員（事務職・指導職）・参加者への体温確

認や体調確認

換気・空気の入れ替えの義務付け

ソーシャルディスタンス（２メートル間隔）の

義務付け

フェイスシールドやパーティション設置の義

務付け（会員とスタッフ双方の保護）

ゴミの回収と廃棄対策の義務づけ

空間除菌用機材（次亜塩素酸水噴霧器）の

導入

特にない／考えられない

その他

Q5．12月1日現在、実施されている効果的な感染対策
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寸評：地域スポーツクラブの工夫は感染拡大防止のグッズ確保と、活動場所での施設・用具の

清掃・消毒の徹底である。 
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ウイルス拡散防止のグッズ（消毒液、マスク、

検温器等）の確保

資金繰り（減額補償、休業補償）

雇用調整（シフトや雇用日数）による非正規

員への雇用継続

正規職員・非正規職員などへの有給休暇の

奨励

正規職員・非正規職員などに対する給料・

ボーナスの縮減

活動場所の施設・用具の清掃と消毒の徹底

活動場所の施設・用具のリニューアル／整

備・拡充

会員・利用者への利用料金の減額

年会費の免除または減額

訪問指導サービスの提供

電話・メール・LINEなどによる会員への連

絡・相談

新しいプログラムの実施（新規事業の開始）

働き方改革の導入（リモートワーク、テレワー

ク、ワーケーション）

その他

Q6．コロナ禍を乗り越える工夫
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0 50 100 150 200 250

電話・メール・Lineなどによる会員への相

談や連絡

電話・メール・Lineなどによる会員への指

導サービス

インターネットを使ったオンラインプログラ

ムの指導サービス（双方向）

オリジナル動画の配信サービスの実施（一

方向：クラブから会員へ）

インターネットなどにある既成の動画の紹

介／配信サービスの導入

オリジナルなオンデマンド配信サービスの実

施

Web会議システム（Zoom, Teams, 

Webex等）を利用した会員への連絡や指導

サービス

オンラインサービスなどに必要な機器・プロ

グラムを準備中

オンラインサービスなどを利用したいが、

ノウハウが欠如のため躊躇している

オンラインサービスなどを利用する予定は

ない

その他

Q7．ICT,IoTの利用度
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12.5%

44.1%

27.6%

7.9%

4.1%
2.0% 1.8%

Q8．コロナ禍での損失額

損失はゼロ

100万円未満

101万円～300万円

301万円～500万円

501万円～1,000万円

1,001万円～2,000万円

2,001万円以上

60.5%

19.1%

9.9%

0.0%

3.1%

3.1%
0.8%

3.4%
Q9．今後の経営継続

通常通り経営を継続

規模を縮小して経営を継続

この機会をチャンスと捉え、

積極的に仕掛けていく

場所を変えて経営を継続

融資を受けて経営を継続

経営を継続するか否かは熟

慮中

クラブの閉鎖／経営からの

撤退

全く未定
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ウイルス拡散防止のグッズ（消毒液、マスク、

検温器等）の無料・廉価提供

雇用調整助成金

新型コロナウイルス感染症特別貸付（含、マ

ル経融資等）

持続化給付金

緊急小口融資・セーフティネット融資

スポーツ活動継続サポート事業 （スポーツ

庁・日本スポーツ協会）

IT導入補助金2020（経済産業省）などの

IT支援助成金・補助金

家賃支援給付金

自治体の助成金・給付金・補助金

活動場所の確保・保証

クラブ再開・継続の具体的なガイドライン

その他

なし

Q10．既に受けている／受ける予定の支援策
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ウイルス拡散防止のグッズ（消毒液、マスク、

検温器等）の無料／廉価提供

雇用調整助成金の延長と増額

緊急小口融資制度における規制緩和と金額

の増額

持続化給付金（２回目）の再交付

地域スポーツクラブに特化したスポーツ活

動継続サポート事業(スポーツ庁）

地域スポーツクラブに特化したIT支援助成

金・補助金事業（経済産業省）

活動場所の確保と優先利用の保証

ネット環境・IT環境整備への支援助成金・補

助金

スポーツ器具・用具・備品等の無料／廉価提

供

スポーツ施設継続利用の具体的なガイドラ

イン

その他

なし

Q11．今後の効果的な支援策
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寸評：スポーツ庁の支援策は有効であるが、申請手続きが煩雑であるという課題がみられる。 

   また、地域スポーツクラブの実態の即した支援策を要望する声が多い。 
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

申請し、交付を受けている

申請したが、交付されなかった

申請して交付結果を待っている

申請の準備をしている

準備をしたが申請しなかった

申請予定だったが、条件があわないので申

請をあきらめた

この事業は地域スポーツクラブのニーズに

合致していない

申請手続きが煩雑

審査期間が長すぎる

知らなかった

意見を述べたい（ご意見はその他にご記入

ください）

その他

Q12．スポーツ庁のスポーツ事業継続支援補助金



 

12 

 

 

 

寸評：再度、緊急事態宣言が出た場合、3割弱の地域スポーツクラブしか経営を継続しない。 

9.4%

19.1%

0.5%

46.9%

2.8%

12.5%

3.3%

1.5%
3.8%

Q13．今後の緊急事態宣言への対応

通常どおり経営を継続／

再開

規模を縮小してこれまでの

経営を継続／再開

場所を変えてこれまでの

経営を継続／再開

一時休業し、時期を見てこ

れまでの経営の継続／再

開

経営戦略を大幅に見直し

て経営を継続／再開

経営戦略を適宜微調整し

ながら、これまでの経営を

継続／再開

経営の継続／再開の目途

は立たない

クラブの閉鎖／経営から

の撤退

全く未定／考えられない
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寸評：中短期的に重要視するプログラムは、こどもと高齢者のスポーツ指導がターゲット。 

国の委託事業等も活用すべき。国は委託事業等を充実させるべき。 
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156
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63

125

140

251

160

126

16

0 50 100 150 200 250 300

こども（幼児・児童）の運動／スポーツ指導

こども（幼児・児童）の運動遊び・レクリエーショ

ン指導（屋外遊び・屋内遊び等）

小学生スポーツチームの指導

中学生運動部活動の指導

特別支援学校・クラスでの運動／スポーツ指導

障がい者（15歳以上）の運動／スポーツ指導

若年親子を対象とした運動／スポーツ指導

職場で働く人の健康経営・運動指導

中年層（４０～６４歳）の運動・スポーツ指導

中年層（４０～６４歳）の健康運動・健康スポー

ツ指導（メタボ予防）

高齢者（６５歳以上）の健康運動・健康スポーツ

指導（ロコモ予防）

後期高齢者（７５歳以上）の健康運動指導（ロコ

モ予防）

高齢者（６５歳以上）のレクリエーション指導（認

知症予防）

その他

Q14．中短期的（１～3年）に重要視するプログラム
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寸評：クラブマネジャーの後継者育成が喫緊の課題 
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60

126
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100
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18

0 50 100 150 200 250

クラブマネジャーの後継者

アシスタントクラブマネジャー

経理関連の専任・専従職

広報・宣伝（マーケティング・コミュニケーション）

の専任・専従職

IT関連（HP、Web、オンライン会議）の専任・専

従職

スポーツ施設・用具管理の専任・専従職

公園利用・公園管理の専任・専従職

リスクマネジメント・リスクアセスメントの専任・専

従職

マルチ種目の運動・スポーツ指導の専任・専従職

野外活動・レクリエーション活動の専任・専従職

高齢者指導（含む介護予防）の専任・専従職

認知症予防（含む介護予防）の専任・専従職

その他

Q15．中短期的（１～3年）に取組む人材育成


